
　
　
　
　

　
　

　
　
　
　

　
　

　
　

　
本
町
、
上
町
に
続
き
、
①
７
月

７
〜
10
日
に
河
原
町
山
車
（
吉
よ
し
し
ょ
う匠

建
築
工
藝
）
、
②
８
〜
９
日
に
仲

町
山
車
（
荒あ
ら
き
し
ゃ
じ

木
社
寺
）
③
12
日
に

新
宿
町
山
車
（
荒
木
社
寺
）
の
３

基
が
修
理
先
に
搬
出
さ
れ
ま
し
た

【
河
原
町
山
車
】
明
治
時
代
か
ら

曳
き
回
し
て
い
た
花
山
車
を
改
造

し
、
昭
和
12
年
（
１
９
３
７
）
に

東
京
都
神
田
の
「
宮み
や
ち
ょ
う長」
が
製
作

し
た
も
の
で
す
。
当
初
か
ら
人
形

を
乗
せ
る
計
画
が
な
か
っ
た
た
め

山
車
の
背
が
高
く
、
解
体
工
で
は

高
さ
の
あ
る
収
蔵
庫
の
梁
を
利
用

し
て
、
屋
根
を
吊
り
上
げ
な
が
ら

作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
【
仲
町
山

車
】
保
有
し
て
い
た
屋
台
と
花
山

車
の
譲
渡
代
金
を
元
に
、
昭
和
29

年
に
新
調
さ
れ
た
も
の
で
す
。

神
田
の
「
だ
し
鉄
」
が
設
計
と

細
部
の
仕
上
げ
を
、
本
体
は
大

字
上
野
の
長な
が
た
に
た
け
ま
つ

谷
竹
松
棟
梁
が
施

工
し
ま
し
た
。
ど
ち
ら
の
山
車

も
、
現
在
に
至
る
ま
で
に
足
回

り
の
修
理
は
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
今
回
の
よ
う
な
大
規
模
な
解

体
を
伴
う
修
理
は
初
め
て
で
す

【
新
宿
町
山
車
】
車
台
の
部
材
に

文ぶ
ん
せ
い政

10
年
（
１
８
２
７
）
の
紀

年
銘
が
あ
る
越
生
最
古

の
山
車
で
す
。
大
正
13

年
（
１
９
２
４
）
に
、

金か
ね
こ子
（
現
入
間
市
）
か

小お

ぎ

そ
木
曽
（
現
青
梅
市
）

か
ら
譲
り
受
け
た
と
の

伝
承
が
あ
り
ま
す
。

　
７
月
７
日
に
梅
園
神

社
の
獅
子
頭
の
修
理
状

況
を
確
認
し
て
き
ま
し

た
（
東
松
山
市
の
漆
工

房
松
田
）
。
30
日
に

は
、
修
理
す
る
越
生

東
二
区
の
太
鼓
を
移
送

し
、
東
山
神
社
獅
子
舞

の
お
面
の
復
元
新
調
の

打
ち
合
わ
せ
を
行
い
ま

し
た
（
東
京
浅
草
の
宮

本
卯
之
助
商
店
）
。

左：宙に浮く河原町山車の囃子台屋根（７月８日撮影）

左：漆塗り作業中の梅園神社の獅子頭（７月７日撮影）　中央：越生東二区の太鼓　右：東山神社獅子舞の蝿追いの面

仲町山車解体作業（７月９日撮影）
新宿町山車解体作業（７月12日撮影）
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　　来年こそは越生まつりを
　　　　盛大に開催できますように、
今年の越生まつりは、新型コロナウイルス感染症の影響や、今年度、文化庁
の補助金を受けて山車の改修を行うこととなり、山車の曳きまわしができな
いことなどを総合的に勘案した結果、中止となりました。
　各地区では、７月23日(土 )と24日 (日)の２日間、来年の越生まつり
の開催を願って、感染防止対策の徹底など様々な工夫をして居

い ば や し
囃子などを

披露しました。
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